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　　This study is to ana】ize the activitiens of‘Ga a2昭yzl y･）y㎞z･勾当御薬院”，president of‘‘yzg

y;2a yzgzs御薬院jj and examine the role which a eununch performed in maintaining despotism by the

Emperor during the Sung dynasty｡

　　“Gθ・71zz嘔lyg y;2Jy誂2M” is a post to which a eununch was appointed at Harem and he served the

Emperor as his close official，perfomring one of his duties to compound medicines for the Emperoi.“Go・|

ZizMZ ys y（2∂yza2s”was equipped with enough abi）ityto be trusted most by the Emperor of all his dose

officials.Hence “G∂z4a2･g yzl K2∂yzazMjj was dispatched in emergency to the important bureaus in

charge of military and financial affairs out of Harem. He was invested with such broad and significant

authority that he performed his duties to direct，superintend or adrjnister those bureaus. That is，he

fulfined his role faithfully to make the Emperor’s policy innuential over those admisistrative bureaus｡

　　lt can be said in those seases that “G］z，azyＷ yM K2a yz4,2｡”made a contribution to maintaining

despotism by the Emperor during the Soung dynasty･

序　言

　近年，難解とされた宋朝官制体系も梅原郁氏

の労績1)を始めとする多角的な研究を通して

徐々に解明が進み，その大枠がほぽ明らかにさ

れてきた観がある。小論はかかる諸氏の高論に

依りながら，宋朝皇帝独裁体制の実態を解明せ

んとする一試みである。筆者は，宋朝皇帝独裁

体制が，皇帝というバランサーの下に文臣科挙

官僚を始めとする複数の官僚集団がそれぞれに

託された使命を各自遂行することによって，そ

れらの活動の総合された効果の上に維持された

ものと考えている。その上うな観点から，筆者

は先に三班使臣についていささか考究した2)

が，小論ではかかる官僚集団の一つとして内宮

に注目した。末代では，内宮機構に内侍省・入

内内侍省の二省制3)が採用されたことから端的
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に窺われるごとく，内宮統制が行きとどいてお

り，その点，末代の内宮には唐代のそれがごと

き政治史上の興味はさほど覚えないが，上述の

観点に立つときまた別個の興味をそそられる。

小論では御薬院なる機関の分析を通して，宋朝

の皇帝独裁体制の維持における内宮の役割につ

いていささか論及したい。

　　　　　　　　１　御薬院

　御薬院は宋初に創設された禁中の一宮衛であ

る。『宋会要輯稿』（以下『宋会要』），職宮19，御

薬院の項に，

　　御薬院，在崇政殿後。至道三年置。火中祥

　　符八年，移於崇政殿門外車華門南。宝元二

　　年九月，復移於殿後東漸。皆按局秘方，合

　　和御薬，専奉禁中之用，及別供御膳，若御

　　試挙人，別長頒示考官等条貫，監弥政之□。
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　　初以入内内侍三人勾当，政参用士人，天聖

　　中，又置上御薬及上御薬供奉，多至九大。

　　後皆罷之。今止以入内供奉四大通領，有薬

　　童十二人。

とあり，これによると御薬院は太宗・至道三年

に設置され，仁宗・宝完二年以降，崇政殿の後

に宮衛が置かれることになったという。

　その職掌は，禁中や特別の宴席で用いる秘薬

の製法研究及び御薬の調合4）の外，殿試におけ

る考宮の頒示等の雑務5）であった。

　院務は，当初入内内侍省の内宮３名が勾当し

たが，士人もこれに参与したといい，仁宗・天

聖中には上御薬・上御薬供奉等の宮が一時置か

れ，その廃止後は入内供奉宮４名が院務を総領

することになったという。更に同煩が引く『神

宗正史』及び『両側国史』6）によると，勾当宮の

管下に，典・薬童・匠・典事・局史・古史・貼

書・守闘貼古等の吉昌が，３部局に分かれて従

っていたことなどが知られる。

　ところで，唐の官制では御薬は殿中省の尚薬

局が掌っており，末制においてもその官名を見

出すことはできるが，全く形骸化していた7）。ま

た末代には翰林医宿院が設けられて,「医薬を供

奉すること及び詔を承け衆疾を視療するのこ

と」を掌った8）といわれるが，御薬院の職掌を考

えるとき，医宮院では疾病の診療が主務であっ

たものと推測する。

　以上要するに，御薬院は当初士人の院務参与

も行われたが,『文献題考』巻57,内侍の煩に「其

属有御薬院」とあるごとく，禁中における内宮

の宮術で，御薬・秘薬の調剤・進御及び殿試に

おける庶務を掌ったのであった。

２　勾当御薬院

（1）勾当御院の側近性

　御薬院の院務を総領したのが勾当（幹当）9）御

薬院である。肺述のごとく，当職には入内内侍

省の官員，仁宗朝以降は入内供奉官が任用され

た。前掲『神宗正史』職宿志に，

　　御薬院，勾当官四人，以入内内侍充。掌制

　　薬以進御，又供禁中之用。凡薬官海後進。
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　　有奉方言，則東国医抜験以聞。頷逸話差・

　　祭祀朝会・燕饗行幸，則扶侍左右。

とあり，勾当言は御薬を試服・逸奉する任にあ

り，かつ皇帝の日常の食事･祭祀･朝会･宴会･

行幸など公的・私的場において皇帝の近側に扶

侍することを職務としたことから，その人選に

は格別な意が払われた。『続資治通鑑長編』(以下

　『長編』)巻117，景祐二年九月壬寅の条に，

　　詔，勾当御薬院，自今選内臣人性三十年以

　　上，経十年不選，而累有労者，為之。候五

　　参与選一資。価留在院,非過犯而三年替着，

　　選一資。自余不得体乞放言。其内東門・竜

　　図・天章閣，並入内内侍省選差人。

とあり,仁宗朝には30年以上の官歴をもつベテ

ランで,功労を重ねた着を任用する旨が詔され，

また同書巻202，治平元年八月丁己の条に，

　　司馬光言…伏望，陛下自今日已後，除内臣

　　常程差遣，依旧帝都知判定差外　其勾当御

　　薬院・内東門・竜図閣・天章閣・後苑・化

　　成殿・死相官等処，及非時差管勾裏外要切

　　公事之人，並乞陛下親加選擢試之…見開薬

　　院四人,亦乞陛下道旧例,於内供奉言以下，

　　自以聖意，選択志信謹重可託腹心之人，使

　　之勾当。

とあって，英宗朝に司馬光が志謹で腹心と頼む

べき着を，皇帝が親試して抜擢すべきであると

上奏している。

　勾当言は厳重な選考を経て採用され，またそ

の職掌がら常に君側に祗候するlo)ことを不可欠

としたことから，就任後は皇帝の厚い信任を得

たであろうことは推考するに難くない。『長編』

巻115，景祐元年九月辛丑の条に，

　　尚場二美人之出回也，…左布引寿州茶商陳

　　氏女人言。…卒罷陳氏。咸日陳氏父号陳子

　　城着，始因場太后，納女宮中。太后官許以

　　為后矣。至放屁将逸御。勾当御薬院閤士良

　　聞之，達見上。上方抜百葉図択日。士良口

　　臣聞陛下放納陳氏女為后信否。上日然。士

　　良日陛下知干城使(便か)何言。上目不知也。

　　士良日干城使(使か)大臣家奴僕官名也。陛

　　下若納奴僕之女為后，壹不傀公卿大夫耶。

　　上達所出之。



とあり，太后も認めた仁宗の立后に際し，勾当

御薬院の間士良が急進仁宗に拝謁してその非を

論じ，帝の立后の意を翻させた経緯を伝えてい

る。仁宗の士良に寄せる厚い信頼に裏打ちされ

た両者の親密な関係が看取されよう。同書巻

267，煕寧八年八月壬辰の条に，

　　上批，勾当御薬院李舜挙，服動左右，多歴

　　年所検身奉上,最為盤謹｡(在御薬院十四年)11)

とあり，勾当御薬院李舜挙が長年神宗の近側に

奉仕し最も謹直であったことを伝えている。皇

帝の勾当官に寄せる厚い信頼は，一方勾当官を

して皇帝に対し強い忠誠心を抱懐せしめること

になったものと考える12)。

　以上要するに，勾当御薬院はその職掌の故を

もって皇帝の厚い信任を蒙り，また一方皇帝に

強い忠誠心を懐くところの甚だ信頼するに足る

側近官僚であったといえよう。

(2)勾当御薬院の外延活動

　勾当御薬院は禁中における本務を遂行する一

方，臨時に外廷の職務を委ねられることがあっ

た。当官職が正史に専伝をもつことまれな内宮

の職であったことから，その活動を窺う于掛か

りは甚だ少ない。以下，管見の限りで徴し得た

史料をもとに，臨時に拝命した職務の特徴を検

討することにする。

　①　勾当公事

　　『宋史』巻268，李舜挙伝に，

　　郭達討交州，以為広西幹当公事｡車中之政，

　　得与講画。或疾置入朝，棄受成算。

とあり，当時勾当御薬院であった李舜挙が，禅

宗の交趾げエトナム)遠征に当り，広西幹当(勾

当)公事に任ぜられて従軍したことが伝えられ

ている。またこの記事によると勾当公事の職務

が，行宮の軍政に参画するとともに，行宮と中

央との間を往来して指令部の方針を行宮に伝達

し軍政に反映させることであったことが知られ

る。かかる職任の事例としては，英宗朝の王中

正の２例，神宗朝の李舜挙の３例，李憲の３例

が検出される。職任の詳細は別表(1)のごとくで

ある。行官軍や遼・西夏と接する沿辺の路・府

州の軍政が朝廷にとって最重要関心事であった

ことは論を特たない。勾当公事は現地軍政を監

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－11

　　　　ＢＪｄ池原Bゆ卸UI雨e頑妙丿皿沁Co直ge，6（1987）

視13)するとともに，朝廷(皇帝)の企図をそこに

貫徹させる役割を担ったものといえよう。

　②　走馬承受公事

　　『長編』巻126，康定元年二月丁亥の条に，

　　夏守僻換宣徹南院使・映西都部署，兼経略

　　安泰等使。但以入内供奉官勾当御薬院張徳

　　明･黎用信，為侠西都天管勾走馬承受公事，

　　掌御剣随之。

とあり，仁宗朝，西夏の侵冦に当り，勾当御薬

院張徳明・黎用信が映西方面軍の走馬承受公事

に任ぜられ，行官軍の監察を行ったことが伝え

られている。行宮や沿辺駐屯軍及び軍政略に走

馬草受か差添され，軍政の監察と中央との連絡

に任ずることは宋朝の常制であったが，張・黎

の場合は｢映西都人管勾走馬承受公事｣の職名

から推して，権限は侠西の４軍政略(奏薦･湿原･

環慶･郷延∩こあまねく及び，更に天子の御剣を

授けられたことを勘案すると，恐らく指令官で

ある都部署夏守耕の指揮権に干渉し得るだけの

権限を与えられていたのではないかと推察さ

れ，その権限において一般の走馬承受と同日に

論ずることの非はいうまでもない。今一件の走

馬草受の事例である上御薬掲示徳の場合も，成

都府県と和州略の両行政略にわたって権限を及

ぼし得たごとくである14)。

　③　軍隊の検閲

　　『長編』巻250，煕寧七年二月丙子の条に，

　　遣勾当御薬院李憲，往郷延略，按閲諸車，

　　点検器甲。

とあり，勾当御薬院李憲が西夏と隣接する沿辺

軍政略下の軍隊・武具を検閲・点検したことを

伝えている。かかる職任の事例としては，神宗

朝に劉惟簡が提挙河北略保甲司管下の天保長の

武芸を検閲している15)。

　④　沿辺州の体量

　　『長編』巻237，煕寧五年八月己巳の条に，

　　詔入内供奉官勾当御薬院李舜挙，往雄州体

　　量。先是孫永・闘士良等，体量張和一事，

　　所奏咸不同。

とあり，神宗朝，遼と隣接する雄州の知州張利

一の対遼政策が宋遼関係を不穏ならしめたこ

と16)を背景に,その事実関係を調査し,事態を裁
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量すべく，勾当御薬院李舜挙が派遣されたこと

を伝えている。この事件が宰相王安石・枢密使

文彦博等による朝堂の大議論になったこと17)

は，沿辺政策の重要性を物語って余りあるが，

それ故また李舜挙の任務も朝廷にとって重要な

意味をもつものであったと考える。

　⑤　内蔵庫の出納の管理

　　『宋会要』，食貨51ノ５の項に。

　　上宣諭日，近見内蔵庫帳，文具而己。其財

　　物出入，全無関防。…今守蔵内臣，皆不暁

　　帳簿。関防之法，当択人領之。即命勾当御

　　薬院李舜挙，代其不識者。

とあり，神宗朝，内蔵庫物の出納の管理がおろ

そかになっているとのことで，勾当御薬院李舜

挙がこの状況を改めるべく選ばれて，出納の管

理を命ぜられたことが伝えられている。内蔵庫

が皇帝の個人的財庫という一面，三司の一般会

計とならぶ特別会計的財源で，左蔵庫を補完す

る重要な役割を果したことはつとに明らかにさ

れている18)｡この外,内蔵庫に関係した勾当御薬

院の職任としては，仁宗朝に内蔵庫から二百万

紺を出資し，民間にだよついていた河北人中軍

糧紗を買い上げるに当り，宮司を設け，勾当御

薬院張茂則を責任者に任じたことがあった19)。

　⑥　その他の識任

　上記の識任の外，勾当御薬院が担当した識事

を列挙すると，仁宗が寵愛した張責妃の葬儀の

監護都監(劉保信)2o)，国老韓埼への湯薬賜与の

使者(神宗朝の李憲)21)，及び彼の苑去に件う韓家

への特賜の使者(神宗朝の李舜挙)22)，煕河路用兵

で野暴しになっていた遺骸の弔祭(同前)23)など

である。

　以上要するに，勾当御薬院は院務を総領する

外に，皇帝の信頼極めて厚い側近官僚として，

主に重要な軍事行動や沿辺地域の軍政を監視・

監督したり，あるいは国庫の出納を管理するな

どの軍事・財政の要務を臨時に委ねられ，皇帝

の意志を諸局匿に反映させる機能を果したので

あった。

（2）登龍門としての勾当御薬院

　勾当御薬院が外廷の要務を委ねられたことは
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上述のごとくであるが，それは同時にまた彼ら

が功績を上げる機会にめぐまれていたことをも

意味する。別表(2)から勾当御薬院就任者の離任

後の遺言状況を検討してみるに，『宋史』に専伝

をもち，離任後の官歴を確認できる者８名中，

７名が入内供奉言の上級言資である内侍・入内

内侍押班(示談鯛錯l)⑩⑩)に，内５名が各省の副

長官である内侍･入内内特則部知(示B)参詣⑤)に，

更に内１名が入内内侍省の長官である入内部知

　(①)に，そして１名が｢内臣之極品｣24)とされ

内省を総べる最高長官たる内省郡部知25)(⑩)に

それぞれ昇進していることが知られる。このこ

とから，勾当御薬院のポストは高級言資へ昇進

する登龍門であったと考えて差し支えなかろ

う。

　ところで,勾当御薬院には内宮寄録言体系にお

ける従ハ品の入内供奉言が任用されるのが常制

であったが,彼らは時に,恐らく在職時の功労に

対する恩典と恩われるが，本来の内廷品位以上

の外廷の武班寄録言待遇26)を与えられることが

あった。先にも引用したが，『長編』巻267，煕

寧八年八月壬辰の条に。

　　上批，勾当御薬院李舜挙，服勤左右，多歴

　　年所検身奉上，敢為怒謹。令依旧供職，候

　　将来雨郊，依見寄宿資，奏一子言。余人母

　　得援例。先長舜挙常乞解御薬院補外。上留

　　之。以其已寄諸司副使面留，則不預雨郊奏

　　薦。故特有是命。

とあり，入内供奉言27)で勾当御薬院の李舜挙が，

武班階における従七品の諸司副使の言資に寄っ

ており，その寄資言に相応する南郊の恩典に与

ったことが知られる。また同書巻456,元祐六年

三月娶酉の条に,｢入内内侍省内東頭供奉言管当

御薬院寄供備庫使陳行｣の名が見えており，陸

行は(入)内東頭供奉言の内宮班序に在って，武

班で正七品の供備庫使に寄っていたことがわか

る。

　このような寄資言の慣行は，やがて勾当御薬

院在任中に武班階の最高位に属する逼郡(四品)

に遭転する者を出現せしめた。『宋会要』，職言

19，御薬院の項，嘉祐五年十一月の条に。

　　詔,勾当御薬院内臣，如当転出外面特留者，



　　埃其出，計所留歳月，優遊之。更不許累寄

　　所遊資序。非勾当御薬院而留者，其出更不

　　推恩。初御史中丞趙槃言，勾当御薬院，有

　　遷宮至遥領団練防禦使者。謂之闇転。若不

　　別立規制，窃慮，干冒恩沢，寝不可止。故

　　条約之。

とあり，仁宗・嘉祐中に勾当御薬院で逼郡団練

防禦使にまで昇る者かおり，「闇転」と呼ばれ，

恩沢を冒すものとして規制が加えられたことが

知られる。

　以上要するに，勾当御薬院の職任は内宮高級

官資への登龍門であるとともに，武班階の高仮

宮資を獲得する侵略でもあった28）。

（3）朝廷政争と勾当御薬院

　勾当御薬院は禁中祗候の職任であり，皇帝（皇

室）と私的親密なる関係を生じるほどに信頼が

厚かったことから，朝堂において隠然たる権力

を保持していたものと推察する。それ故しばし

ば朝廷の権力斗争に関与し，御史台等の指弾を

蒙ることがあった。『長編』巻414，元祐三年九

月丁巳の条に，

　　医宮拳法等七人，勾当御薬院陸行等三人，

　　本殿使臣張士良等二十人，以太皇太后康復

　　推恩，転宮城年有差。

とあり，勾当御薬院陳行等が哲宗の摂政宣仁太

皇太后の病気平癒に労があったことを窺わせ，

随行と太后の間柄が推られるが，『末史』巻467，

陳行伝に，

　　御史来之耶，方力説元祐政事。首言，行在

　　垂簾日，枯寵縞肆，女給戚里，進退大臣，

　　力引所払，稗居耳目之地。張商英亦論，行

　　交通宰相，…結託詞臣。･‥蓋指呂太防・蘇

　　試也。

とあり，御史の弾劾によれば陳行が宣仁太皇太

后の摂政下で，その恩寵を頼んで外戚・高官と

結託し，大臣の進退をはがっかり，与党を扶植

して情報を収集したことなどが知られよう。因

みに膝行は後に，嶺南で処刑されている。また

同書巻468，任守正伝に，

　　任守恵…柏運上御薬供奉。初章献后聴政，

　　守恵与都知江徳明等,交通請謁,権寵過盛。
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　　仁宗親政，出為黄州都監。

とあり，上御薬供奉任守忠が内侍の長官江徳明

を通じて，仁宗の摂政章献皇太后に取り入り，

一時権力・恩寵ともに盛んなものがあったが，

仁宗の親政が始まるや左遷されたごとを伝えて

いる。『長編』巻112，明道二年四月丙辰の条は

任守忠の則外を伝える記事の後に，

　　参知政事蔀金言，不遂斥逐，恐階以為乱。

　　上不欲暴其罪状，止則之於外。

と記し，任守忠の失脚の背後に参知政事の劾奏

があったことを伝えている。また同書の同月娶

丑の条に，

　　罷上御薬井上御薬供奉。以上御薬楊懐志・

　　江徳用，並為供備庫使。楊承徳・楊余健，

　　並為洛苑副使｡上御薬供奉蔡舜卿･張懐信･

　　武継隆･任守忠･楊安節，並為供備庫副使。

　　以入内供奉官四人，勾当御薬院，如故事。

とあって，冒頭で言及した上御薬・上御薬供奉

の廃止，並びに入内供奉官による院務勾当の復

活という制度改革の背景に，章献皇太后から仁

宗への政権交替にからむ権力斗争が潜隠してい

たことを知ることができる。ところで仁宗が崩

御し,皇太子であった膜安館王の第13子宗実が

英宗として即位すると，｢治平の膜議｣29)が持ち

上がった。これを巡る百官の議論の中で，侍御

史知雑事呂謁が宰相韓埼を論難したくだりを，

　『長編』巻207，治平三年正月庚辰の条は，

　　又奏，臣等本以欧陽修首起邪説,桂浜聖心。

　　韓埼等依違附会，不単弁正。…皆以為韓埼

　　密与中宮蘇和睦(渉)・高居簡，往来女給，

　　上唇母后。

と記し，韓埼が太后を抱き込むべく，当時勾当

御薬院に任じていた3o)内宮の蘇和渉や高居簡と

女給したことを伝えている。

　以上要するに，勾当御薬院はそれが内宮の職

であり，職掌がら皇帝(皇室)と私的親密関係を

結び易かったことから，往々朝堂の政争に関与

した。特に太后による垂簾の政が行われた場合

は，外延言と簾中を仲介する立場を和し，また

太后の恩寵を頼んで，隠然たる権力を保持して

外廷政治にまで容昧することがあった。
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結　語

　本橋は，御薬院の長官たる勾当御薬院の実態

を分析・検討することを通して，宋朝における

内宮の存在意義を考察せんとするものであっ

　　入内内侍省与内侍省，号為前後省。商人内省尤

　　為親近。通侍禁中，役服衰近者，隷入内内侍省。

　　供侍殿中，備洒掃之職，役使雑品者，隷内侍省。

とあり，入内内侍省の方がより皇帝に近い存在で，

その官員は禁中に祗候するが，一方内侍省の官員は

殿中に侍って，清掃等に従事するに過ぎないことが

わかる。

た。勾当御薬院は，洪邁が（内侍之職，至幹弁　　４）「宋会要」，職官19，御薬院の項が引用する『神宗

後苑，則為出常調，流輩称之日苑使。又進而幹　　正史』職官志に，

弁龍図諸間，日間長。其上目門司。日御薬。日

御帯。又其上為省長，謂押班及都知也31）｡」と述

べるがごとく，後苑・龍図等諸間・内東門司の

勾当宮・帯御器械・内侍両省の押班及び都知等

と同様に，内宮の職事の一つであったが，皇帝

の御薬を挙って常にこれ｡に近侍するという職掌

　　　御薬院，勾当官四人，以入内内侍充，掌制薬以

　　　進御，又供禁中之用。凡薬害而後進，有奏方書

　　　則集国医，按験以聞。

　とあり，御薬院は御薬の試服・進御及び方書の検閲

　も行った。

５）注４）「神宗正史」職官志によれば，

　　　廷試進士，則主行其案，令封印巻首，而給納之。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-一一一一　■”■■”■-　･-■■-■■･･■がら，皇帝にとっての最頼側近官僚の一つでも　　　

とあり，殿試の答案の配布・回収を行った。

あった。それ故･臨時に外廷における軍事‘財　　６）　『両朝国史』志に，

政の重要部局に差遣され，広範にして重い権限

を与えられて諸業務を監督・督視あるいは管理

するがごとき要務に携り，皇帝の政治方針を行

政諸局面に忠実に反映させる役割を担った。そ

の意味で，勾当御薬院は宋朝の皇帝独裁体制を

支持する機能を果したものといえよう。ｶヽかる

機能は上述の内宮の諸職事32)に就いても同様に

指摘することができる特質であり，それらに関

する考察は続篇に譲りたい。

　　　　　　　　　　　　註

１）梅原郁氏の宋朝官制に関するこの間の諸研究は，

　氏の『末代官僚制度研究』（同朋舎，1985）に集大成

　されている。

２）拙稿「唐･五代三班使臣考―宋朝武班官僚研究　そ

　の日－」『r末代の社会と文化』汲古書院，1983）

3）『末史』（巻166，職官６，内侍省），『宋会要輯稿』

　（職官36，内侍省），『文献通考』（巻57，職官11，

　内侍省）より二省制確立の経過を整理してみるに，

　「内侍省」は従来の内侍省内の内班院が，後に内侍

　省内侍班院と改称され，真宗・景徳三年五月に「内

　侍省」として独立した。一方「入内内侍省」は従来

　の内侍省内む内中高品班院が，太宗・淳化五年に入

　内内班院と改称され，その後入内黄門班院・内侍省

　入内内侍班院の改称を経て，景徳三年二月に内侍省

　から独立して［入内内侍省］となった。すなわち真

　宗・景徳三年に二省制が確立したのである。『宋史』

　によれば，

　　　御薬院…旧置幹弁官四員，以入内内侍省充，今

　　　置同。旧置典事二人・局史二人・書史四人・貼

　　　書七人・守闘貼書不限人数，今置同。

　とあり，また注（4）『神宗正史』には，「御薬院…分案

　三，吏八」とある。

７）『宋史』巻164，職官４，殿中省の項に，

　　　殿中省…凡総六局…日尚薬掌，和剤診候之事…

　　　雖有六尚局名，別有事存。…所掌唯郊己･元日･

　　　冬至・天子御殿及補袷，后廟・神主，赴太廟，

　　　供具緞扇。

８）「文献通考」巻55，職官９，翰林医官院の項

９）「史論挙例」によれば，南宋･高宗の請である「構」

　を避けて，「勾当」は「幹当」とし，「管勾」は「管

　幹」とするとある。

10）勾当御薬院はその職掌がら，皇帝の臨終・危篤の

　際に往々立会った。『宋史』巻467，張茂則伝に，

　　　仁宗不憬。中夜促召，茂則趨入扶衛。左右或掩

　　　宮門。茂則日事無慮，何至中外生疑。帝疾間，

　　　欲處以押班。懇求補外職。

　とあり，また「長編」拾補巻１，治平四年七月戌寅

　の条に，

　　　上神宗即位。内臣以輩恩升朝者，皆罷内職。独

　　　勾当御薬院高居簡等四人，留如故。天章閣待制

　　　孫思恭，嘗以為言。上日居簡有功。思恭退胸於

　　　人，云劉捺之建儲也，居簡硯見太子二字，急報

　　　診穎（神宗）邸。及英宗升涸，居簡ｉ出召二府

　　　　（中書・枢密）。…又診懐中探黄衣，以被上体。

　　　此謂有功者也。

　とあり，「宋史」巻468，蘇利渉伝に，
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　　　英宗為皇子，（蘇）利漆絵事東宮。及即位，道東

　　　頭供奉宮。欲以穎王府都監，力辞。幹当御薬院。

　　　道供備庫使。帝不像，持医薬最勤，言㈱流瀕。

　　　及帝崩，乞与医宮同既。三哀詩罪，不許。

　　とあって，張茂則が仁宗，高居簡・蘇利漆が英宗の

　　病臥の枕頭に持ったことが知られるが，それ故高居

　　簡のごとく後継皇帝擁立に深く関わる場合もあった

　　と考えられ，それは新皇帝と親密関係を結ぶ契機と

　　なったであろう。後述するところであるが，勾当御

　　薬院が朝堂において隠然たる権力を保持することに

　　なる重要な背景ではなかったろうか。

11）『宋史』巻467，李舜挙伝

12）『長編』の巻258，煕寧七年ﾄ一月昌己の条に

　　　上批，李憲見寄昭貢使，所有南郊支賜，縁憲勾

　　　当御薬院，三昼夜執事，敢為勤労，難依散宮例。

　とあり，勾当御薬院李憲の忠勤ぶりを伝えている。

13）勾当公事の権限が知州・鈴轄の人事に及んだこと

　を窺わせる史料がある。『長編』接種，治平同年八月

　甲辰の条に，

　　　司馬光言，臣窃間，陛下好奇内臣来訪外事，及

　　　間以群臣能否。臣愚以為非也。･‥近間，王中正

　　　差往映西，勾当公事。有知浮州劉漢等，曲加詔

　　　奉，郷迂路鈴轄呉舜臣，違其意。俄商道洵鎮寧

　　　留後，知恵州，舜臣降華州鈴轄。衆人皆言，中

　　　正所為。

　とあり，侠西勾当公事王中正の何らかの報告が，知

　阿州劉塵の鎮寧留後・知恵州への昇道と邨死路鈴轄

　呉舜臣の華州鈴轄への降格の原因であったかに推察

　される。勾当公事の権限に知州・鈴轄レベルの人事

　権が含まれていたか否かは不明であるが，それらの

　人事に重大な影響を及ぼすだけの政治上の力量を帯

　びていたものと考える。

14）『長編』巻112，明道二半二月壬子の条

15）『長編』巻329，元豊五年八月戊午の条

16）『長編』巻236～巻237

17）注16）

18）梅原郁「末代の内蔵と左蔵一君主独裁の財庫一」

　　（『東方学報』<京都〉42）

19）『長編』巻176，至和元八月突己の条

20）『長編』の巻176，至和元年正月突酉の条

21）『長編』巻255，煕寧七年八月乙部の条

22）『長編』巻265，阿寧八年六月戊午の条

23）『長編』巻247，煕寧六年十月丁部の条

24）『末史』巻166，職宮６，内侍の項

25）『末会要』職宮36が引く『神宗正史』職宿志･内

　持の項によれば，内宮寄禄宮の品位は次の如くであ

　る。
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　　入内内侍省都知（都都知か）従５品

　　都知・副都知・押班　正６品

　　内東西頭供奉宮　従８品

　　殿頭・高品　正９品

　　高班・黄門・内品　従９品　　　　ヽ，

26）内宮が本来の内宮寄禄宮体系に在りながら，武班

　寄禄宮待遇を授かる場合「寄何々（武班寄禄宮）」と

　表記され，それは一般には「寄資」といわれた。『長

　編』巻247，則寧六年九月辛己の条に，

　　　勾当御薬院李憲，為遥郡団練使寄資，給全俸。

　　　景恩立攻下河納城，憲監其軍。故有是命。

　とあり，当時入内東頭供奉宮であった李憲が，逞郡

　の寄資宮を授けられ，その全俸を支給されたことが

　伝えられているが，このように「寄資」は朝堂の班

　序において優遇するという名誉的恩典というより

　仏寄資宮相当の俸給を支給するという実質を伴う

　恩沢であった。因みに，後述するところだが，李憲

　の逼郡拝領は［闇転］の一例といえよう。

27）当時李舜挙が入内供奉宮であったことは，『長編』

　巻284，煕寧十年八月辛巳の条に「入内東頭供奉宮勾

　当御薬院李舜挙」とあることによって明らかである。

28）勾当御薬院が高官への登龍門であったことは，同

　時にそれが衆望の職であったであろうことを推測さ

　せる。『宋会要』職宮19，御薬院の項の景祐二年十二

　月の条に，

　　　詔，前後殿都知･押班親戚，不得差勾当御薬院。

　とあり，これによると入内内侍省･内侍省（前後殿）

　の都知・押班が，その地位を利用して親戚を勾当御

　薬院に補さしむべく画策したことが窺われる。

29）「膜議」とは，仁宗の皇太子で滞安健王の第13子

　趙宗実が，仁宗の罷去に伴い英宗として即位した時

　点で，実父膜王を如何に扱うかとの祭典上の資格間

　題がおこったが,これを巡ぐる朝堂の太議論である。

　牒王を皇帝として扱おうとする欧陽脩・韓埼・曽公

　高等とそれを否定する司馬光・呂海・芭純仁・呂太

　防等が対立し，後の新旧両法党の対立の前ぶれとさ

　れる。

30）『宋史』巻468，蘇利渉伝

31）『容斎四筆』巻16，寄資宮

32）『宋史』巻166，職宮６，入内内侍省･内侍省の項

　によれば,内宮の宮司としては上述の諸宮司の外に，

　合同憑由司・管勾往来国信所･造作所･軍頭引見司・

　翰林院などの名が見えている。
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　別表山　勾当公事の事例

勾当御薬院 勾当公事の関係記事 備　　　　　考 出　　　　典

王　中　正

　　　1/

李　舜　挙

　　　り

　　　μ

　　　7/

李　　　憲

　　　μ

　　　1/

差院西，勾当公事

幹当鄭延環慶路公事、分治河東辺事

往大原府代州，勾当公事

往河東分画地界所，勾当公事

広平勾当公事(広西幹当公事)

安南行営勾当公事

環慶路勾当公事

煕河路経略安撫司勾当公事

秦鳳路経略安樵司勾当公事

西夏の侵冦に対する防素

破西人有功

大原府,代州は対遼軍事拠点

ヴェトナム遠征

　　　μ

長編,捨補,治平4/8甲辰

宋史467

長編254，煕寧7/6丙申

長編270，煕寧8/12甲申

長編273，煕寧9/2発亥

長編283，煕寧10/6己卯

長編244，煕寧6/4乙亥

長編249，煕寧7/1辛酉

　　　同　　上

別表（2）勾当御薬院就任者

勾当御薬院 就任前の職事 離任後の官・職事 出　　　　典

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑨

⑩

⑩

⑩

⑩

⑩

⑥

⑩

⑩

⑩

⑤

⑩

⑩

⑩

⑩

⑤

任　守　忠

楊　子　徳

楊億志

江　徳　用

楊　余　諮

張　懐　信

蔡　舜　卿

楊　安　節

武　継　隆

闇　士　良

張　明　徳

黎　用　信

廬　昭　序

劉　保　信

張　茂　則

王(劉い保信

　王　保　寧

　郎　保　寿

　王　世　寧

　蘇　利　渉

　高　居　簡

　王　中　正

　陳　　　街

　李　希挙

　李　　　憲

　劉　惟　簡

※任守忠は「領御薬院」，

　「上御薬供奉」てヽ･ある。

※上御薬

※上御薬

※上御薬

※上御薬供奉

※上御薬供奉

※上御薬供奉

※上御薬供奉

幹当内東門

歴領龍図･天章･宝文閣，

内束門司

幹当内東門

幹当後苑

内侍押班，副都知，入内部知，貢

慶使，安静軍留後

　②～⑨は仁宗の親政の開始に伴

|

って御薬院の職を罷免され，ま

jだ上御薬供奉の職も廃此さる。

内侍押班，内侍副都知，両省都都

知，寧国軍留後

幹当皇城川，内侍押班，副部知，

海州団練使

帯御器械，内侍押班，志州刺史

内侍押班,入内副部知,昭貢使，

金州観察使

領内東門司(前職か)，左蔵庫使，

文州刺史(升|』死)

帯御器械，内侍押班，嘉州団練使

入内内侍押班，入内訓部知，景福

殿使、幹当皇城司，武信軍留後

末史468

1

長編112、明道2/4

宋史458

長編126，康定1/2丁亥

　　同　　　上

長編126，康宅1/3戊寅

長編176，至和1/1発酉

宋史467

長編192，嘉祐5/n辛卯

　　同　　　上

　　同　　　上

　　同　　　上

宋史468

宋史468

宋史467

宋史468

宋史267

末史467

長編329，元豊5/8戊午

庄(1)上御薬,上御薬供奉就狂者も採録した｡(表中の※印)

注(2)表中①～⑩は仁宗朝，⑩は英宗朝，⑤～⑩は神宗朝に就任した者である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－16 －


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8

